
建築研究所行動規範 
 

 

前   文 

我々、国立研究開発法人建築研究所の役職員は、建築・住宅・都市に関わる科学技術の

発達が、我が国のみならず、世界の人々の生活の持続的発展に不可欠である一方、それら

が社会や自然及び地球環境へもたらす悪しき影響を最小とすべきことを深く認識する。ま

た、我々は、これら科学技術の研究開発及び関連する業務に携わることを大きな誇りとする

とともに、それに伴う責任と社会的役割の大なることを強く自覚する。さらに、我々は、自らの

良心と良識に従う自律ある行動が、これら科学技術の発達とその成果の社会への還元にと

って不可欠であることを深く自覚する。以上の認識と自覚のもと、ここに我々建築研究所役

職員は、我々の遂行する業務とその成果が社会から信頼と尊敬を得るために、以下に定め

る行動規範を遵守する。 

 

行動規範 

 国立研究開発法人建築研究所の役職員は、 

 １．自己の能力、知識、技術及び経験を活かし、我々の専門及び関連する分野において、

我が国及び世界の人々の安全、健康、福祉の向上を目指し、建築研究所の使命を果

たすべく最善を尽くす。 

 

 ２．常に自己の能力や見識の研鑽に努め、公平・中立・公共の立場から誠実に業務を遂

行する。 

 

 ３．他者の基本的人権と人格を尊重し、人種、国籍、宗教、性、年齢、障害を理由として、

他者の権利利益を侵害する行為を行わない。 

 

 ４．業務遂行のなかで不正を知ったとき、その軽重にかかわらずこれを看過しない。 

 

５．法令、条例、規則、契約並びに所内規程等に従って業務を行い、不当な対価や便益を

直接又は間接に、与え、求め、または受け取らない。 

 

 ６．業務としての科学技術上の主張や判断は事実とデータに基づき公正かつ誠実に行

う。また、これに対する他者からの批判は真摯に受け止め、誠実に討論し、正しい結論

に至るよう努力する。 

 

７．自己の業務についてその意義と役割を積極的に外部に説明するとともに、自己の業務

の結果を適切に評価し、それらが社会や環境に及ぼす効果や影響等について公表す

るよう心がける。 

 

８．研究開発の実施と成果の利用に当たっては、それらが社会や近隣に及ぼす影響やリ

スクを評価あるいは推定し、最も適切な対策をとる。 

 

９．他者の業績、知的成果及び知的財産権を侵さない。 

 

 


